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ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
働
き
方
と
課
題

ー
２
０
１
６
年
電
機
連
合
調
査
か
ら
見
え
る
日
本
の
現
状

１ 

は
じ
め
に

■ 

問
題
意
識

　

日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
世
界
的
に

見
て
異
常
に
長
く
働
い
て
い
る
。
こ
の
長
時

間
労
働
を
指
摘
し
た
論※

文
は
同
時
に
彼
ら

の
日
本
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
も
指
摘
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
労
働
時
間
の
長

さ
が
、
直
接
、あ
る
い
は
間
接
的
に
日
本
の

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
低
い
労
働
生
産
性
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問

が
わ
く
。
な
ぜ
な
ら
、
長
時
間
労
働
は
、
当

然
に
心
身
の
疲
労
を
高
め
る
こ
と
で
、
ア
イ

デ
ア
の
創
出
や
作
業
の
効
率
と
そ
の
正
確
性

に
も
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
長
期
に
も
長

時
間
労
働
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
生
産
性
効
果
を

持
つ
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
心
身

の
疲
労
の
中
長
期
の
蓄
積
は
、
身
体
機
能
の

異
常
や
精
神
疾
患
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果

労
働
市
場
か
ら
の
退
出
を
生
み
出
す
こ
と
が

の
よ
う
な
要
因
と
関
連
し
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
、
長
時
間
労
働
が
生
ま

れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
ま
た
、そ
の
明
ら
か
に
な
っ
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
前
提
に
、
生
産
性
向
上
と
両
立
可

能
な
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
施
策
を

提
言
す
る
。

※ 
中
田（
2
0
1
8
）
参
照

■ 

先
行
研
究

　

ま
ず
、
本
小
稿
の
問
題
意
識
に
関
連
し

て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
な
さ
れ
、
何
が
語

ら
れ
て
い
る
の
か
、
近
年
の
主
だ
っ
た
研
究

を
簡
単
に
復
習
し
て
み
よ
う
。

❶
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
に
つ
い
て

　

日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
に
つ

い
て
、
そ
の
現
状
と
規
定
要
因
を
、
現
場
デ

ー
タ
を
収
集
し
、
実
証
的
に
検
討
し
た
研

究
と
し
て
、
阿
部（
2
0
1
4
）、
古
川
（
2

0
1
7
）が
、
参
考
に
な
る
。そ
こ
で
は
、
個

人
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
の
大
き
さ
や
職
場

の
開
放
性
、
さ
ら
に
は
組
織
の
柔
軟
性
が

生
産
性
に
プ
ラ
ス
効
果
を
持
つ
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
職
場
の
メ
ン
バ
ー
間

の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
生
産
性

に
プ
ラ
ス
効
果
を
持
つ
と
、
結
論
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
職
場
の
改
善

を
考
え
る
う
え
で
、
参
考
に
な
る
と
と
も 

に
、
本
小
稿
の
分
析
で
も
考
慮
し
た
い
点
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
個
人
の
意
識
が

持
つ
生
産
性
に
対
す
る
効
果
分
析
も
行
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
は
、
能
力
発
揮
感
や
、
自
分

が
行
っ
て
い
る
仕
事
が
、
組
織
や
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
た
場
合
、
高
い
生
産
性

が
発
揮
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
改
め

て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
仕
事
の

動
機
付
け
が
生
産
性
向
上
に
有
効
な
人
的

資
源
施
策
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

  
特
集
1

予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
は
、
労
働
者
で
あ
る
と
同
時
に
社

会
的
に
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を

負
っ
て
い
る
。
今
日
の
高
齢
化
の
進
ん
だ
日

本
に
お
い
て
は
、
家
族
の
な
か
の
就
業
者
世

代
は
男
性
、
女
性
と
も
に
介
護
責
任
が
重

く
、
そ
の
責
任
と
労
働
市
場
で
の
活
動
の
両

立
は
、
期
待
さ
れ
る
労
働
時
間
が
長
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、介
護
責
任
を
優
先
し
、

労
働
市
場
か
ら
退
出
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
人
の

能
力
や
希
望
と
マ
ッ
チ
し
な
く
と
も
、
介
護

と
の
両
立
可
能
な
仕
事
へ
の
転
職
が
増
え
れ

ば
、
供
給
さ
れ
る
労
働
力
の
質
的
低
下
が
発

生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
小
稿
は

以
下
の
点
を
検
討
す
る
。

①
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
働
き
方
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
長
時
間
労
働
が
ど
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特 集
豊かさのための
労働時間

な
ら
ず
、
企
業
と
い
う
組
織
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。

②
具
体
的
に
は
、
労
働
時
間
の
長
さ
を
、
職

種
、
性
、
年
齢
等
の
個
人
の
特
性
の
み
な
ら

ず
、
生
産
性
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
対
す
る
満
足
度
、
お
よ
び
介
護
責
任
等

の
多
様
な
側
面
か
ら
評
価
す
る
。

③
そ
し
て
、
労
働
時
間
が
こ
れ
ら

多
様
な
要
因
と
複
雑
に
連
動
す
る

点
に
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果

を
多
面
的
に
分
析
す
る
。

４ 

電
機
連
合
デ
ー
タ
で

捉
え
た
日
本
の

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

働
き
方
と
そ
の
課
題

①
労
働
時
間
の
実
態

　

日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

働
き
方
の
特
徴
と
し
て
最
も
多

く
語
ら
れ
る
、
労
働
時
間
の
長

さ
に
つ
い
て
、
先
ず
確
認
し
て

お
こ
う
。
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
は
、
他
国
と
比
べ
本
当
に

際
立
っ
て
長
時
間
の
労
働
を
行

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
小
稿

の
冒
頭
で
は
、中
田（
2
0
1
8
）

を
引
用
し
た
が
、
よ
り
包
括
的

な
報
告
書
で
あ
る
同
志
社
大
学

（
2
0
1
6
）か
ら
前
述
発
言
の

根
拠
と
な
る
比
較
図
表
を
引
用

し
て
確
認
し
よ
う
。（
図
表
1
）

1
6
年
初
頭
に
か
け
て
電
機
連
合
「
私
た
ち

の
暮
ら
し
と
働
き
方
研
究
会
」
が
実
施
し
た

「
暮
ら
し
と
働
き
方
に
関
す
る
調
査
」
で
収
集

し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
、ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
働
き
方
、と
り
わ
け
長
時
間
労
働
と
そ
の

課
題
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
日
本
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
働
く
、
多

様
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
含
む
デ
ー
タ

で
あ
る
。

②
労
働
時
間
の
長
さ
、職
場
の
環
境
、
介
護

責
任
の
実
現
性
、
心
身
の
健
康
等
、
多

様
な
働
き
方
と
個
人
を
取
り
巻
く
職
場

と
家
庭
の
関
係
情
報
を
含
む
デ
ー
タ
で

あ
る
。

の
２
点
を
指
摘
で
き
る
。
デ
ー
タ
の
詳
細
と

そ
の
研
究
会
が
行
っ
た
分
析
結
果
は
、
そ
の

報
告
書
『
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
働
き
方
研
究

会
報
告
』
が
、2
0
1
6
年
12
月
に
電
機
連

合
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
可
能

で
あ
る
。

３ 

働
き
方
分
析
の
視
点

（
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

　

で
は
、
前
述
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
我
々

の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
分
析
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
に
、
我
々
の
問
題
意
識
、
お
よ
び
先
行
研

究
で
の
発
見
も
踏
ま
え
、
本
小
稿
の
分
析
視

点
を
列
記
す
る
。

①
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
個
々
人
の
視
点
の
み

❷
労
働
時
間
と
生
産
性
及
び
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
W
L
B
）に
つ
い
て

　

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
時
間
が
持
つ
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
佐
藤（
2
0
0
9
）、
武
石（
2

 
0
 
1
 

0
）、あ
る
い
は
浅
野
・
権
丈（
2
0
1
1
）

 

が
参
考
に
な
る
。
彼
ら
の
第
一
の
発
見
は
、

長
時
間
労
働
が
W
L
B
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
直
観
と
整
合
的
な
、
き
わ
め
て

妥
当
な
確
認
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
時

間
労
働
の
W
L
B
へ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
も
、

個
人
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
を
増
や
し
た
り
、

組
織
の
意
思
決
定
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進

め
方
に
柔
軟
性
を
持
た
す
こ
と
で
か
な
り

な
程
度
阻
止
で
き
る
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
労
働
時
間
と
生

産
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
示
唆

は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
論
か
ら
、
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
長
時
間
労
働
と
低
生
産
性
の
問
題

は
、
働
く
人
個
人
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
如

何
に
日
本
の
組
織
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
、

経
営
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
下
の
分
析
で
は
、
以
上
の
先
行
研
究
で
発

見
さ
れ
た
知
見
を
参
考
に
、
分
析
の
視
点

や
枠
組
み
を
設
定
す
る
。

２ 

２
０
１
６
年

電
機
連
合
調
査
と
は

　

本
小
稿
で
は
、
2
0
1
5
年
末
か
ら
2
 
0
 

　

こ
こ
で
比
較
さ
れ
た
の
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
者
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
者
は
、

今
日
的
に
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
代
表
職
種

と
言
え
る
。
こ
の
比
較
図
か
ら
、
彼
ら
の
中

で
日
常
的
に
残
業
を
行
わ
な
い
週
労
働
時
間

が
40
時
間
以
下
の
無
残
業
層
は
、日
本
で
は

わ
ず
か
4
・
3
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
4

図表１　ソフトウェア技術者の週実労働時間別の分布割合の 5 か国比較（2016年）

資料出所：図 3-6-8、同志社大学（2016）
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カ
国
、
と
り
わ
け
欧
州
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、76
・4
％
、91
・
7
％
と
無
残
業

層
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
な

状
況
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
述
の

報
告
書
で
用
い
た
日
本
の
デ
ー
タ
で
は
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
者
が
調
査
対
象
の
技
術
者

の
中
で
最
大
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
表
1
に
示

さ
れ
た
日
本
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
者
の
国

際
的
に
際
立
っ
た
長
時
間
労
働
は
、日
本
の

技
術
者
の
労
働
時
間
の
実
態
を
表
す
る
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

■ 

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種
別
の
違
い

　

で
は
、
以
下
で
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
４

職
種
に
大
別
し
、
労
働
時
間
の
状
況
に
つ
い

て
、
そ
れ
ら
４
職
種
間
の
類
似
性
と
相
違
点

を
み
て
み
よ
う
。
図
表
2
は
、
図
表
1
と
同

様
、
週
労
働
時
間
の
分
布
を
職
種
別
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
上
か
ら
順
に
技
術
、
営
業
、

企
画
、
一
般
事
務
と
専
門
性
の
高
さ
順
に
並

べ
た
が
、
週
労
働
時
間
が
50
時
間
を
超
え

る
長
時
間
労
働
者
の
割
合
と
専
門
性
の
高

さ
に
正
の
相
関
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
専

門
性
の
高
い
職
種
ほ
ど
、
長
時
間
労
働
者
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
中
で
は
、
専
門
性
の
深
化
に

つ
れ
て
長
時
間
労
働
の
加
速
化
が
観
察
で
き

る
。
し
か
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
4
職
種
の

共
通
点
も
存
在
す
る
。
ど
の
職
種
に
お
い
て

も
無
残
業
者
の
割
合
は
、
最
も
高
い
一
般
事

務
職
で
も
３
割
未
満
で
あ
り
、
４
職
種
す
べ

て
で
無
残
業
者
が
少
数
者
で
あ
る
。
さ
ら
に

前
掲
の
図
表
１
の
結
果
を
加
味
す
れ
ば
、
こ

の
無
残
業
者
の
少
な
さ
は
、
日
本
の
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
国
際
的
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
る
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
は
あ
る

が
、
も
っ
ぱ
ら
管
理
業
務
に
携
わ
る
管
理
職

は
、
最
も
長
時
間
労
働
者
の
割
合
が
高
い
技

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
、
女
性
と
も
に

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
専
門
性
が
高
ま
る
に
つ

れ
、
労
働
時
間
の
長
時
間
化
が
発
生
し
て

い
る
。
し
か
し
、
明
確
な
男
女
間
の
差
異
も

指
摘
で
き
る
。
同
一
職
種
の
中
で
は
、
女
性

の
労
働
時
間
が
男
性
と
比
べ
短
い
こ
と
で
あ

る
。
先
ず
女
性
は
、
無
残
業
者
の
割
合
が
ど

の
職
種
に
お
い
て
も
男
性
よ
り
高
い
。ま
た
、

週
50
時
間
を
超
え
る
長
時
間
労
働
の
割
合

が
、
ど
の
職
種
に
お
い
て
も
男
性
よ
り
少
な

い
。
ゆ
え
に
、
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職

種
に
お
い
て
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
相
対
的

的
に
は
労
働
時
間
が
短
い
と
言
え
る
。

■ 

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
お
け
る

　

年
齢
と
労
働
時
間
の
関
係

　

で
は
次
に
年
齢
と
労
働
時
間
の
関
係
を
見

て
み
よ
う
。
人
口
構
成
の
高
齢
化
は
、
当
然

に
労
働
力
人
口
の
中
核
を
占
め
る
日
本
の
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
も
起
こ
っ
て
い
る
。
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
に
伴
い
、

心
身
機
能
が
低
下
す
る
な
ら
、
彼
ら
が
供
給

す
る
労
働
の
質
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

労
働
供
給
量
の
減
少
も
疑
わ
れ
る
。つ
ま
り
、

高
齢
化
に
伴
う
労
働
時
間
の
短
縮
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
加
齢
に
伴
う
労
働
時
間
の
短

縮
化
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種
に
お
い
て
確

認
で
き
る
の
か
、年
齢
グ
ル
ー
プ
間
で
月
間

の
平
均
時
間
外
労
働
時
間
を
比
較
す
る
こ

と
で
検
証
を
試
み
た
（
図
表
４
）。
統
計
分

析
の
結
果
、対
象
と
す
る
４
職
種
の
中
で
は
、

図表２　職種別週労働時間の分布（％）

術
者
と
比
べ
て
も
、
そ

の
割
合
は
、
技
術
者
の
2

倍
以
上
と
抜
き
ん
で
て
高

い
。
管
理
職
も
含
め
て
広

義
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
定

義
す
る
な
ら
ば
、
上
記
日

本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

特
徴
は
広
い
味
で
の
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
強
く
表
れ
て

い
る
。

■ 

男
女
の
類
似
性
と

　

異
質
性

　

で
は
次
に
こ
の
よ
う

な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種

間
の
週
労
働
時
間
分
布

の
違
い
は
、
男
女
共
通
に

み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
な
の

だ
ろ
う
か
？ 

そ
れ
と
も

家
事
負
担
が
重
い
女
性

は
、
や
は
り
同
一
職
種

の
中
で
男
性
と
比
べ
る
と

労
働
時
間
は
短
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
図
表
3
の
A
に
は
男
性
、
B
に
は
女

性
に
つ
い
て
、
職
種
別
の
労
働
時
間
分
布
の

状
況
を
示
し
た
。

　

ま
ず
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
図
表
2
に

見
ら
れ
た
専
門
性
の
高
さ
に
沿
っ
た
職
種
間

の
長
時
間
労
働
パ
タ
ー
ン
が
、
男
女
に
分
け

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
観
察
で
き
る
こ
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技
術
、
営
業
職
に
お
い
て
、
年
齢
と
と
も
に

労
働
時
間
の
減
少
が
確
認
さ
れ
た
。し
か
し
、

企
画
職
と
一
般
事
務
職
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
化
傾
向
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
労

働
時
間
短
縮
化
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
2
職

種
の
中
で
も
、
技
術
職
の
減
少
傾
向
は
単
調

で
は
な
く
、
減
少
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

減
少
量
は
、
水
準
と
の
比
較
で
み
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば

技
術
者
の
場
合
、
低
下
は
30
歳
代
か
ら
40
歳

代
へ
か
け
て
発
生
す
る
が
、
そ
の
減
少
幅
は

月
あ
た
り
約
４
時
間
、
月
間
総
労
働
時
間
に

対
す
る
割
合
で
み
る
と
減
少
幅
は
３
％
未
満

で
あ
る
。
今
後
予
想
さ
れ
る
日
本
の
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
労
働
力
の
高
齢
化
は
、
月
間
労
働

時
間
の
減
少
を
通
し
て
マ
ク
ロ
労
働
供
給
量

減
少
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
限
定
的
だ
ろ

う
。

■ 

介
護
対
象
者
の
有
無
の
効
果

　

前
述
の
人
口
、
そ
し
て
労
働
力
の
高
齢
化

の
結
果
、介
護
義
務
は
、多
様
な
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
労

働
時
間
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
次
に
見
て

み
よ
う
。
介
護
負
担
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
負
担
増
に
見
合
う
だ
け
の
労
働
時
間
の
短

縮
が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
介
護
と
労
働
時
間
の
ト
レ
ー
ド
オ

フ
関
係
は
、
同
じ
職
種
で
も
男
女
で
異
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
統
的
性
別
役
割
分
業
が

根
強
く
残
る
日
本
の
現
状
を
反
映
し
、
こ
の

図表３　職種別週労働時間の分布（％）

図表４　年齢と月間時間外労働時間の関係

A: 男性

女性B:
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労
働
と
介
護
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
は
、
女
性
の

み
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
関
係
性
の
有
無
を
デ
ー
タ
で
確
認

し
た
。
結
果
は
、
図
表
5
に
示
し
た
。

　

先
ず
男
性
に
お
い
て
は
、
介
護
責
任
の
発

生
は
、時
間
外
労
働
時
間
を
若
干
短
く
す
る

効
果
を
持
つ
よ
う
だ
。
週
労
働
時
間
が
、
所

定
内
40
時
間
層
の
割
合
が
、
同
居
介
護
、
別

居
介
護
、
介
護
者
な
し
の
順
で
高
ま
り
、
逆

に
週
労
働
時
間
が
51
時
間
以
上
の
長
労
働
時

間
層
の
割
合
が
、
介
護
者
無
し
よ
り
も
、
別

居
あ
る
い
は
同
居
介
護
者
が
い
る
場
合
で
低

く
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
女
性
の
場
合
、
介
護
責
任
が
重
く
な

る
と
、
男
性
と
較
べ
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
程
度
が
、
拡
大
し
て
い
る
。
よ
り
強
い
介

護
責
任
と
労
働
時
間
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係

の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
同
居
、
別
居

の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
者
が
い
る
場

合
で
も
同
居
介
護
で
3
人
に
2
人
、
別
居
介

護
で
は
4
人
中
3
人
は
、
残
業
を
同
時
に
こ

な
し
て
い
る
。
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に

お
い
て
は
、
女
性
の
場
合
で
も
男
女
同
様
、

介
護
は
通
常
勤
務
の
後
、
追
加
的
に
負
荷
さ

れ
る
形
で
負
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

■ 

仕
事
裁
量
の
効
果

　

先
行
研
究
で
は
、
仕
事
の
仕
方
や
時
間
配

分
に
関
す
る
裁
量
の
付
与
や
増
大
が
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
満
足
度
に
対
し

て
プ
ラ
ス
効
果
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

が
、
働
き
方
、
と
り
わ
け
長
時
間
労
働
に
対

し
て
も
、
同
様
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
電
機
連
合
調
査
で
は
、
仕
事
に
つ

い
て
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
」
か
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
「
当
て
は
ま

る
」「
や
や
当
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
も
の

を
裁
量
有
り
、
そ
の
他
を
無
し
と
2
分
割
し
、

仕
事
裁
量
の
有
無
別
に
時
間
外
労
働
時
間
の

状
況
を
図
表
6
に
示
し
た
。

　

図
表
の
ど
の
職
種
を
見
て
も
、
裁
量
無
し

と
比
べ
る
と
裁
量
有
り
の
ケ
ー
ス
で
、
月
間

時
間
外
労
働
時
間
の
短
縮
が
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
時
間
外
労
働
が
ゼ
ロ
、
つ
ま
り
残
業

を
せ
ず
、
所
定
内
時
間
で
仕
事
を
終
え
て
い

る
割
合
は
、
す
べ
て
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職

種
で
裁
量
を
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
方

で
大
き
い
。
特
に
一
般
事
務
で
は
、
9
％
か 

ら
27
％
へ
と
3
倍
の
増
加
で
あ
る
。
同
時

に
月
間
時
間
外
労
働
が
40
時
間
、
つ
ま
り
1

日
平
均
2
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
行
う

割
合
が
、
す
べ
て
の
職
種
で
裁
量
有
り
で
は

顕
著
に
減
少
し
て
い
る
。
技
術
者
と
企
画
職

で
は
半
減
、
営
業
に
至
っ
て
は
、
3
分
の
1

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職

の
長
時
間
労
働
に
対
す
る
有
効
な
対
策
と
し

て
、
仕
事
裁
量
の
付
与
・
増
大
は
効
果
を
持

つ
よ
う
だ
。

②
仕
事
裁
量
と
W
L
B
及
び
生
産
性

　

こ
こ
ま
で
は
、
様
々
な
形
で
日
本
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
働
き
方
の
現
状
と
課
題
を
も

図表５　介護負担（介護対象者の有無）と週労働時間の関係：男女別

男
性

女
性



11   JCM  2018  Spring

特 集
豊かさのための
労働時間

っ
ぱ
ら
労
働
時
間
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
き

た
。
こ
こ
ま
で
の
暫
定
的
な
結
論
は
、
日
本

の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
職
種
、
性
、
年
齢
、

そ
し
て
介
護
負
担
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に

恒
常
的
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

専
門
性
が
深
化
す
る
こ
と
、
男
性
で
あ
る
こ

と
が
、
長
時
間
労
働
を
増
長
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
介
護
責
任
の
軽
重
も
所

定
外
労
働
時
間
の
削
減
に
は
効
果
が
乏
し

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
へ
の

仕
事
裁
量
の
付
与
、
あ
る
い
は
裁
量
の
増
大

が
、
労
働
時
間
の
短
縮
に
効
果
を
持
つ
可
能

性
も
同
時
に
示
唆
さ
れ
た
。そ
こ
で
、
こ
の
最

終
節
で
は
、
こ
の
仕
事
裁
量
効
果
を
よ
り
深

く
検
討
す
る
。
ま
ず
、
先
行
研
究
で
確
認
さ

れ
た
仕
事
裁
量
の
増
大
が
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス（
W
L
B
）を
改
善
す
る
効
果
が
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
の

か
を
、
仕
事
裁
量
度
と
時
間
外
労
働
時
間

の
両
者
の
効
果
を
同
時
に
考
慮
し
な
が
ら
、

W
L
B
満
足
度
を
比
較
す
る
こ
と
で
検
証
す

る
。
単
純
な
仕
事
裁
量
度
と
W
L
B
満
足

度
の
比
較
で
は
、
仕
事
裁
量
が
労
働
時
間
を

短
く
す
る
こ
と
で
高
ま
る
W
L
B
満
足
度

の
改
善
の
効
果
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

図
表
7
の
A
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
４
職 

種
の
中
で
も
時
間
外
労
働
の
短
い
グ
ル
ー

プ
、
B
に
は
逆
に
時
間
外
労
働
の
長
い
グ
ル

ー
プ
に
つ
い
て
、
仕
事
裁
量
の
有
無
に
よ
っ

て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
満
足

度
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
示
し
た
。
図

中
で
は
、
〇
印
が
仕
事
裁
量
の
有
る
人
、
◇

印
が
仕
事
裁
量
の
無
い
人
を
表
す
。
ま
た
、

各
色
は
職
種
を
表
す
。
Ａ
図
、
Ｂ
図
と
も

に
、
裁
量
が
低
い
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
４

つ
の
◇
と
較
べ
、
よ
り
大
き
な
裁
量
を
持

つ
グ
ル
ー
プ
を
表
す
４
つ
の
〇
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ

の
水
準
が
よ
り
高
く
、
図
の
上
方
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
労
働
時
間
を

大
き
く
変
え
ず
と
も
、
仕
事
裁
量
だ
け
を

大
き
く
す
る
こ
と
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
じ
〇
印
、
あ
る
い
は
◇
印
を
Ａ
、

Ｂ
図
の
間
で
比
較
す
る
と
、
時
間
外
労
働
の

長
い
グ
ル
ー
プ
を
表
す
Ｂ
図
と
く
ら
べ
、
時

間
外
労
働
の
短
い
グ
ル
ー
プ
を
表
す
Ａ
図
で

は
、
よ
り
上
方
に
位
置
す
る
こ
と
も
確
認
で

き
る
。
労
働
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
で
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
労
働

時
間
の
短
縮
の
持
つ
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
満
足
度
の
上
昇
効
果
よ
り
も
、
仕
事

裁
量
の
付
与
に
伴
う
Ｗ
Ｌ
Ｂ
改
善
量
が
大
き

い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す

る
う
え
で
、
労
働
時
間
の
短
縮
と
同
時
に
、

仕
事
裁
量
の
付
与
が
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
つ
こ
と
を
こ
の
図
は
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
時
間
外
労
働
時
間
の
短
縮
と
仕

事
裁
量
の
付
与
・
増
大
と
い
う
こ
れ
ら
二
つ

の
施
策
は
、
企
業
に
と
っ
て
実
施
す
る
こ
と

図表６　仕事裁量の有無と月間時間外労働時間分布の関係
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が
合
理
性
を
持
つ
施
策
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
判
断
を
す
る
う
え
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
、
こ
れ
ら
施
策
の
生
産
性
に
対
す
る
効
果

で
あ
る
。
冒
頭
の
先
行
研
究
の
紹
介
で
も
述

べ
た
通
り
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
の

計
測
は
難
し
い
。
し
か
し
、今
回
の
電
機
連

合
調
査
で
は
、
個
人
と
職
場
の
多
様
な
情
報

が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
因
子
分
析

手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
生
産
性
を
推
計
し
、

そ
の
推
計
さ
れ
た
生
産
性
デ
ー
タ
を
用
い
る

こ
と
で
、
労
働
時
間
と
仕
事
裁
量
の
持
つ
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
生
産
性
に
対
す
る
効
果
を
評

価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果

を
示
し
た
の
が
図
表
８
で
あ
る
。

　

こ
の
表
は
、
４
つ
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職

種
で
あ
る
、
技
術
者
、
企
画
職
、
営
業
職
、

そ
し
て
一
般
事
務
職
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
の
生
産
性
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
要

因
が
プ
ラ
ス
効
果
を
持
つ
か
、
そ
れ
と
も
マ

イ
ナ
ス
効
果
を
持
つ
の
か
を
、
重
回
帰
分
析

を
用
い
て
、
推
計
し
た
結
果
を
示
し
た
。
あ

る
要
因
が
対
応
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種

に
お
い
て
、
彼
ら
の
生
産
性
と
正
の
相
関
が

確
認
で
き
た
場
合
は
＋
、
逆
に
負
の
相
関
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
－
、
そ
し
て
統
計
的
に

は
相
関
性
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
ブ
ラ

ン
ク
と
し
た
。
で
は
、
最
初
に
長
時
間
労
働

の
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
図
表
に
よ
る

と
、
月
当
た
り
所
定
外
労
働
時
間
数
が
、
企

画
職
と
営
業
職
で
、
マ
イ
ナ
ス
（
－
）
の
符

号
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
所
定

外
労
働
時
間
が
長
い
人
ほ
ど
、
生
産
性
は
低

く
、
逆
に
、
残
業
時
間
が
短
い
労
働
者
は
、

生
産
性
が
高
く
な

る
傾
向
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
企

画
職
と
営
業
職
に

つ
い
て
は
、
裁
量

と
所
定
外
労
働
時

間
の
交
差
項
が
プ

ラ
ス
の
値
を
示
す

こ
と
か
ら
、
仕
事

裁
量
が
多
い
場
合
、

所
定
外
労
働
時
間

の
長
さ
と
生
産
性

の
負
の
相
関
関
係

が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
技

術
者
と
一
般
事
務

職
に
つ
い
て
は
、

所
定
外
労
働
時
間

の
長
さ
と
生
産
性

の
間
に
は
、
明
確

な
関
係
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
が
、
技
術
者
の
場
合
、
企
画
職
や
営
業
職

と
同
様
に
、
裁
量
と
所
定
外
労
働
時
間
の
交

差
項
が
プ
ラ
ス
の
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、
仕

事
の
仕
方
に
関
す
る
裁
量
が
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
と
、
長
時
間
残
業
を
行
っ
て
い
る
技
術

者
で
あ
っ
て
も
、
生
産
性
は
高
い
こ
と
が
わ

か
る
。

　

図
表
７
の
結
果
に
加
え
、
こ
れ
ら
図
表

８
の
生
産
性
の
推
計
結
果
か
ら
、
労
働
時

間
の
短
縮
、
お
よ
び
仕
事
裁
量
の
付
与
と

い
う
2
つ
の
職
場
に
お
け
る
施
策
は
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
生
産
性
に
も
、
と
も
に
プ
ラ

ス
（
＋
）
効
果
を
持
つ
可
能
性
が
確
認
で

き
た
。
つ
ま
り
、
企
業
に
と
っ
て
、
労
働

時
間
を
短
縮
し
、
仕
事
裁
量
を
高
め
る
た

め
に
発
生
す
る
様
々
な
コ
ス
ト
も
、
そ
れ

ら
２
つ
の
施
策
が
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
の
生

産
性
効
果
に
よ
っ
て
、
相
殺
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
図
表
８
は
示
し
て
い
る
。

５
、 ま
と
め
　

　

本
小
稿
で
は
、
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
働
き
方
の
特
徴
で
あ
る
長
時
間
労
働

の
実
態
と
そ
の
課
題
を
確
認
し
、
有
効
な

対
策
を
検
討
し
た
。
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
は
明
ら
か
に
働
き
す
ぎ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
労
働
時
間
の
長
さ
が
、
本
人

の
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の

満
足
度
を
低
下
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
専

図表７　仕事裁量の付与によるワーク・ライフ・バランス満足度の変化
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表頭が影響要因と記された最初の列は、生産性に影響を与える要因を大ぐくりにした
名称である。2列目の影響変数は、より具体的な影響要因の名称である。3列目以降は、
それら要因が、生産性に対してどのような効果を持つのかを、回帰分析によって推計
した結果である。
回帰分析によって推計された、それぞれの影響変数の回帰係数の中で、統計的に有意
な符号を持つ要因について、＋（プラス）、あるいは－（マイナス）で表した。

図表８　生産性に対して影響を与える要因とその効果の符号
　　　　（４つのホワイトカラー職種について）

門
性
の
高
い
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
業
務
に
お

い
て
は
、
労
働
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
彼
ら

の
生
産
性
が
低
い
と
い
う
傾
向
が
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
日
本
に
お

け
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
場
の
現
実
を
転

換
す
る
に
は
、
彼
ら
の
所
定
外
労
働
時
間

を
削
減
し
、
仕
事
裁
量
を
付
与
、
あ
る
い

は
増
大
さ
せ
る
施
策
を
確
実
に
実
行
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
生
産
性
が

低
い
が
ゆ
え
に
長
時
間
労
働
に
従
事
し
て

い
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
対
す
る
対
策
も

必
要
だ
。
よ
り
彼
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
職
務

へ
の
転
換
と
適
切
な
仕
事
量
の
配
分
に
よ

り
、
彼
ら
か
ら
過
大
な
職
務
ス
ト
レ
ス
を

解
放
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
職
務
満
足

も
高
ま
り
、
そ
れ
が
組
織
に
も
大
き
な
リ

タ
ー
ン
が
も
た
れ
さ
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

影響要因 影響変数 技術者 企画職 営業職 一般
事務

個人属性

女性 ー 　 　 ー

年齢 　 　 　 　

年齢の２乗 　 　 　 　

勤続年数 　 　 ╋ 　

教育 教育 　 　 　 ー

職務能力

職務能力の今後の自信 ╋ ╋ ╋ ╋

職務能力通用性：職場 ╋ ╋ ╋ ╋

職務能力通用性：社内 ╋ 　 　 　

職務能力通用性：社外 ╋ 　 　 　

職務
職務とのマッチング ╋ ╋ ╋ ╋

リーダー職 ╋ ╋ ╋ ╋

職場風土・文化 オープンで進取の職場 ╋ ╋ ╋ ╋

仕事管理 良い仕事管理 　 　 ╋ ╋

人的資源管理
能力開発 ╋ 　 　 ╋

良好な評価処遇 ╋ ╋ ╋ ╋

労働時間 月所定外労働時間数 　 ー ー 　

仕事裁量 裁量＊所定外労働時間 ╋ ╋ ╋ 　
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